
様式第８号の２（あっせん手続規程第８条関係）（表面記載例）

あっせん手続申立書記載例
紛 申 氏名（名称及び 亀 岡 花 子

争 立 代表者の氏名

当 人 住所（所在地） 〒 760-0006

事 高松市亀岡町１－６０

者 電子メールアドレス

TEL ( ) FAX ( )

被 氏名（名称及び 株式会社 高松企業

申 代表者の氏名） 代表取締役 香 川 橋 太 郎

立 住所（所在地） 〒 760-0073

人 高松市栗林町１－１０－１

電子メールアドレス

TEL ( ) FAX ( )

※申立人が労働 株式会社 高松企業 東かがわ工場

している事業 所在地 東かがわ市松原１２３－４

場の名称及び ＴＥＬ ０８７９（２６）７８９０

所在地

紛争の概要 平成１３年４月１日に入社し、裁縫工として勤務していた

ところ、平成２３年３月２８日、社長から「仕事の能力が

ないから辞めてほしい」と解雇通告され、同年４月２８日

で辞めた。私は裁縫工として２０年経験があり、今まで能

力がないと言われたことがなく、また明確な解雇理由も示

されず、これは不当な解雇である。

解決を求める事項 急なことで生活が苦しいし、精神的にも苦痛である。もう

（理由も含む） 復職する気はないが、これまで受けた精神的苦痛と精神的

苦痛に対する補償として、少なくとも２ヶ月分の賃金相当

額以上の補償金の支払いを求めたい。

☆この申立書の写しを被申立人に対して提示することに ・同意する。

（いずれかに○をつける） ・同意しない。

平成２３年 ５月１６日

社労士会労働紛争解決センター香川センター長 殿

申立人 氏名（名称及び代表者の氏名）亀 岡 花 子 ○印

申立人代理人 ○印


